
エポキシ樹脂
Craft Arrange EPO Resin
本剤：硬化剤＝2：1で混合

エポキシ樹脂をシリコンカップに
流す

昆虫(マイマイカブリ・カナブン)を入れ
る

熱湯で加熱して気泡を
除去

水戸啓明高等学校 サイエンスアカデミー

雨ヶ谷美結（高１），鈴木美佑（高1）
関郷花（高1）

骨格標本の制作
～美しい標本を作るために～

生物の構造，生きていた時の姿をあらゆる手段で美しく表現標本の種類

乾燥標本 液浸標本骨格標本樹脂標本

結果

アジの頭蓋骨が分かれた

研究背景

昆虫樹脂標本作り

気温が低かったため
ミルワームの動きが鈍くなった

細かな気泡が多く
入ったまま硬化

どちらも中心から
ずれて硬化

アジの骨格標本作り＜手作業での除肉＞

＜今後の展望＞
上記2点を踏まえ別の生物や植物でも標本を製作

ミルワーム150匹＋300匹
ペットショップで購入
体長3cm

内臓を除去

除肉

お湯で肉をほぐす

・生物の存在を証明
・生物の特徴を明らかに
するための大事な証拠

生体の表面部分
生物の内部

様々な保存方法が
存在 ＜目的＞自分たちで採取した生物の標本を美しく制作

マイマイカブリ
採集地：新潟県
採集日：9月29日

カナブン
採集地：校内
採集日：10月14日

湯の温度が高すぎた

アジの骨格標本作り＜ミルワームによる除肉＞

アジ
スーパーで購入
体長18 cm

アジ
スーパーで購入
体長17 cm

完成した標本

＜改善案＞
・ドライヤーの温風を当てて加熱

マイマイカブリ

カナブン

＜改善案＞
・振動の起こらない場所で作業

＜改善案＞
・40℃前後のぬるま湯を使用

除肉用のハサミ
カッターを使用

1日目

2日目 2週間後

1週間後

骨がバラバラに
なった

細部の肉を除去

熱湯に入れる

入れ歯洗浄剤で
肉を分解

透明標本

1週間程度で
硬化

25℃・38日間

・ミルワームを300匹追加
・人工気象機の中で実験を進める

生物標本

ミルワーム⇒細部に潜り込む


